
　2014. 第 44 号 202014. 第 44 号　21

　

若
者
定
住
を
促
進
す
る
た
め

に
最
も
重
要
な
点
に
つ
い
て
伺
う
。

問　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答 

市
民
環
境
部
長

　

専
任
の
定
住
相
談
員
に
よ
る

相
談
を
始
め
て
以
降
、
若
者
の

移
住
者
は
増
え
て
い
ま
す
。
今

後
、
情
報
提
供
や
貸
家
を
希
望

す
る
方
へ
の
対
応
等
の
強
化
に

努
め
ま
す
。

問　

子
育
て
支
援
整
備
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答 

子
ど
も
局
長

　

保
育
士
の
人
材
確
保
に
努
め

る
他
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的

な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

育
料
の
軽
減
や
医
療
費
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
若
者
定
住
・
子
育

て
応
援
推
進
本
部
の
事
業
と
し

て
、
地
域
少
子
化
対
策
強
化
交

付
金
事
業
に
取
り
組
み
、
若
者

の
出
会
い
か
ら
結
婚
、
妊
娠
、

出
産
、
育
児
ま
で
を
支
援
す
る

し
く
み
を
整
え
ま
す
。

問　

教
育
環
境
整
備
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答 

教
育
部
長

　

マ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
や
小
中

一
貫
教
育
、
家
庭
・
学
校
・
地

域
教
育
支
援
、
子
ど
も
若
者

育
成
支
援
事
業
等
、
地
域
に
根

ざ
し
た
教
育
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
が
生
ま
れ
育
っ

た
高
島
を
愛
す
る
心
と
誇
り

を
育
み
、
学
校
と
家
庭
、
地
域

が
協
働
し
て
子
ど
も
・
若
者
を

支
え
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま

す
。

問　

交
通
基
盤
整
備
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答 

土
木
交
通
部
長

　

若
者
定
住
に
と
っ
て
Ｊ
Ｒ

湖
西
線
の
防
風
対
策
と
、
国
道

１
６
１
号
バ
イ
パ
ス
の
早
期
全

線
開
通
は
、最
重
要
課
題
で
す
。

引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
西
日
本
や
県
お

よ
び
国
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

問　

経
済
循
環
整
備
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答 

産
業
経
済
部
長

　

若
者
定
住
を
促
進
す
る
た
め

に
は
、
働
く
場
の
確
保
が
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
企
業
誘
致
や

雇
用
増
進
、
起
業
に
対
す
る
支

援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
関
係
す
る
部
局
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
産
業
に
よ
る
雇

用
創
出
効
果
は
、
若
者
定
住
を

推
進
す
る
上
で
重
要
な
要
素
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
さ
ら

な
る
誘
客
に
努
め
ま
す
。

問　

若
者
定
住
・
子
育
て
応

援
推
進
本
部
の
取
り
組
み

と
進
め
方
は
。

答 

市
民
環
境
部
長

　

今
ま
で
の
若
者
定
住
促
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
施
策
体
系
や

部
署
を
こ
え
た
総
合
的
、
横
断

的
な
連
携
が
十
分
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
点
を
踏

ま
え
、
今
後
い
か
に
有
効
な
取

り
組
み
を
推
進
で
き
る
か
検
討

し
、
市
民
の
皆
様
と
課
題
を
共

有
し
た
中
で
政
策
形
成
し
て
い

き
ま
す
。

用
語
解
説

●
Ｕ
タ
ー
ン
…

地
方
か
ら
都
市
部
へ
移
住
し

た
者
が
、
再
び
地
方
の
生
ま

れ
故
郷
に
戻
る
こ
と
。

●
Ｉ
タ
ー
ン
…

出
身
地
と
は
別
の
地
域
に
移

住
す
る
こ
と
。

　

昨
年
末
「
滋
賀
県
が
ん
対
策

の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
が
制

定
さ
れ
た
。

　

が
ん
は
死
因
第
１
位
で
あ

り
、
２
人
に
１
人
が
か
か
る
と

さ
れ
る
、
い
わ
ば
国
民
病
と
い

え
る
。
が
ん
の
予
防
に
は
早
期

発
見
が
不
可
欠
で
あ
る
。

問　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
配

布
さ
れ
て
も
受
診
さ
れ
な

か
っ
た
方
へ
の
対
応
は
。

答 

健
康
福
祉
部
長

　

子
宮
が
ん
検
診
は
、
20
歳
か

ら
40
歳
ま
で
を
対
象
と
し
、
乳

が
ん
検
診
や
大
腸
が
ん
検
診

は
、
40
歳
か
ら
60
歳
ま
で
を

対
象
と
し
て
、
５
才
間
隔
で
無

料
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

検
診
は
、申
し
込
み
制
で
す
。

年
に
６
回
程
度
、
広
報
紙
や
無

線
放
送
で
呼
び
か
け
、
11
月
頃

に
再
度
受
診
勧
奨
の
案
内
を
個

別
に
送
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
受
診
率
を
高
め
て
い

る
「
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル
事
業
」

を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

問　
相
談
機
関
は
。

答　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
が
ん
患
者
団
体
連

絡
協
議
会
と
保
健
所
が
中
心
と

な
り
、市
も
協
力
し
て
月
１
回
、

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
「
ほ
っ
と
湖

西
」
を
高
島
市
民
病
院
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

問　

子
ど
も
に
対
す
る
が
ん

教
育
の
必
要
性
を
ど
う
考

え
る
の
か
。

答　

健
康
と
命
の
大
切
さ
を

学
び
、
自
分
の
健
康
を
管
理
し

よ
う
と
す
る
態
度
を
育
成
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
国
や
県
の
指
導
の

も
と
、
計
画
的
に
が
ん
教
育
を

取
り
入
れ
、
が
ん
に
対
す
る
正

し
い
知
識
を
も
ち
、
が
ん
予
防

に
心
が
け
る
態
度
や
が
ん
患
者

に
対
す
る
理
解
を
深
め
支
え
る

態
度
を
育
て
ま
す
。

問　

高
島
市
で
は
、「
滋
賀

県
が
ん
対
策
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」
が
出
来
た
こ

と
で
何
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
の
か
。

答　

現
段
階
で
は
具
体
的
な

助
言
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
条
例
に
よ
っ
て
、
が

ん
医
療
の
体
制
整
備
や
が
ん
患

者
と
家
族
に
対
す
る
支
援
体
制

の
充
実
が
進
む
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

問　

が
ん
治
療
は
長
期
に
渡

る
た
め
、
精
神
的
、
身
体

的
、
経
済
的
に
大
き
な
負

担
と
な
る
。
市
は
患
者
を

ど
う
支
援
す
る
の
か
。

答 

病
院
事
業
管
理
者

　

患
者
様
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
県
に
は
市
民
病
院
が
「
が

ん
診
療
連
携
支
援
病
院
」
と
な

れ
る
よ
う
協
力
要
請
し
て
き
ま

し
た
。
県
の
条
例
制
定
に
お
け

る
全
県
計
画
の
中
で
も
高
島
市

に
も
一
定
水
準
の
治
療
が
受
け

ら
れ
る
が
ん
診
療
病
院
が
必
要

と
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
実
現
に
向
け
、
今
後
も

環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

用
語
解
説

●
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル
事
業
…

健
診
未
受
診
者
へ
個
別
勧
奨

と
再
勧
奨
を
す
る
こ
と
。

そ
の
他
の
質
問

●
絵
本
や
読
書
を
通
し
た
ま

ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り

ＵＩターンの現状は？

移住者は増えている、
今後さらに対策を強化する

答
青谷  章  議員

若者定
住促進

▲高島市を「読書のまち」に

大槻 ゆり子  議員

お
近
く
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

患
者
や
家
族
の
相
談
窓
口
は
？

答

がん対策

皆様の声を 高島市政に




